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要   旨：   ヒトでカロリーが等しいと、食事脂肪の変化は血清コレステロール血の変化を

生じ、それは平均的に、関連する食事中の飽和(S)と多価不飽和(P)の脂肪酸グリセ

リドから供給される総カロリーのパーセント比からオリーブ工場排水から予測可

能である。 

Sと Pは反対の作用を有し、２つの食事の間の差をΔと呼ぶと一般的に、       

Δコレステロール(mg/100ml) = 2.7ΔS－1.3ΔPである。 

多価不飽和脂肪酸中の二重結合数の２を超える増加はコレステロール低下作用

に比例的な上昇をもたらさない。 

１価不飽和のオレイン酸およびエルカ酸は、食事中で等カロリーの単純炭水化

物と置換えるときに血清コレステロール値にほとんどあるいは全く影響しない。 

食事中脂肪の変化は血清コレステロールの反応を生じ、それが関連する脂肪の

ヨウ素価またはヨウ素価の平方根とも相関するのは、ヨウ素価が 2.7S－1.3Pと強

く相関するときである。 

食事脂肪の変化が１価不飽和または２を超える二重結合を含有する脂肪酸のか

なりの違いを伴うときには、血清コレステロールの反応はその脂肪のヨウ素価ま

たはその平方根とは低いか無視できる相関しかない。 

 


